
 

平成 28 年度 健康増進部会の開催状況 
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開催日 平成 29 年 1 月 17 日（火） 

議題等 

１ 「健康日本２１あいち新計画」の進捗について 

２ 今後の健康増進施策の推進と関係機関の連携について 

３ 健康日本２１あいち新計画の中間評価について 

４ 平成２８年度生活習慣関連調査の結果概要について（報告） 

検討 

状況等 

１ 「健康日本２１あいち新計画」の進捗について  

(１) 今年度の主な取組について事務局から報告を行った。 

(２) 平成 28 年度の目標項目の進捗状況を事務局から報告し、協議を行った。 

【主な意見】 

○ 健康寿命の算定について、都道府県別健康寿命の算定で市町村別の算定根拠である

介護保険の認定数を基にした数値の推移も参考に見ていくことが大切ではないか。 

○ 禁煙サポート薬局は、現状認定基準が甘い部分もあるので基準の引き上げをしてい

く予定であるため、認定数は減るかもしれないが、中身はしっかりしたものになる。 

○ 愛知県は野菜の摂取量が最下位であるのでなんとかしたい。健康に関心の低い方に

どうするかが課題。健康づくりチャレンジ事業での啓発で良い方向に向かうと良い。 

２ 今後の健康増進施策の推進と関係機関の連携について 

平成 29 年度へ向けた各機関の取組や連携状況等について協議を行った。 

【主な意見】 

○ 協会けんぽでは、自治体と協定を締結し連携しながら特定健診の受診率向上などに

取り組でいる。健康宣言などの事業も自治体と協力している。 

○ 労働局では過重労働に特に力を入れており、ストレスチェックも実施されている。

残業時間と運動習慣を持つ者の割合についての相関関係がデータでわかると良い。 

○ 大きな企業は様々な取組やインセンティブ制度などが進んでいる。 

○ 県の示すデータ等は市町村でも参考にして、調査などを実施している。 

○ 歯周病予防では若い世代からの検診が重要であるので大学で講義も実施している。 

３ 健康日本２１あいち新計画の中間評価について 

平成 29 年度実施予定の中間評価の進め方について事務局から説明し、協議を行った。 

【事務局説明】 

◯ 平成２９年度の中間評価については、計画の進捗を担ってきた健康増進部会を中心

に必要があれば部会の構成員を追加、変更し、中間評価部会の役割をもたせ実施して

いく予定とする。 

⇒事務局案で進めていくこととした。 

氏   名 所 属 ・ 職 名 

浅井 清和 （公社）愛知県医師会理事 

伊藤 聖子 愛知県健康づくりリーダー連絡協議会会長 

伊藤 求 愛知県保健所長会 

鵜飼 繁 （一社）愛知県薬剤師会常務理事 

大竹 克則 愛知労働局労働基準部健康課課長 

大竹 道治 健康保険組合連合会愛知連合会事務局長 

小野 誠二 （一社）愛知県歯科医師会副会長 

河合 美子 愛知県国民健康保険団体連合会総務部保健事業推進専門監 

佐々 美紀 （公社）愛知県栄養士会副会長 

杉浦 菊代 愛知県小中学校主任養護教諭会会長 

高野 信枝 愛知県食生活改善推進員連絡協議会副会長 

津下 一代 あいち健康の森健康科学総合センターセンター長 

長嶋 ゆかり 愛知県市町村保健師協議会副会長 

深沢 英二 全国健康保険協会愛知支部企画総務部長 

松波 龍幸 地方職員共済組合愛知県支部愛知三の丸病院院長 

真野 和夫 日本赤十字社名古屋第一赤十字病院副院長 
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